
「総務課弁護士」感性を磨き続ける（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

事務所は、創設以来４０周年を迎え、ささやかな企画が準備されています。
私はそのうちの約７割の期間を共にしたことになります。

私の入所は、弁護士になってすぐの１９８５年で、バブル経済の直前、昭和末期の時期でした。多くの書面は手書きで、鉛筆と消しゴムが
必需品の時代でした。ですが、こなしていた仕事量は決して少なくなく、依頼者の方々との接触も濃密でした。

今もおかげさまで引き続き多忙なのですが、あの頃のアナログな道具でどうして仕事をこなせていたのだろう、と思います。
入所ひと月余りの時に有名な豊田商事事件が起き、新人の私は夜な夜な５００名弱の被害者の方々の情報整理と手紙発送に明け暮れていま
した。すべてがオリジナルでした。自分はつくづく「総務課弁護士」だなどと自嘲していましたが、今ではそういう折りに自分の感性を養っ
ていたと感じます。

現在、民事訴訟の件数が減っているのだそうです。
あの当時に比べると比較にならないほどに情報は溢れ、権利意識は高まり、弁護士が身近になってきたはずなのに減っている。
これを自然現象のように語る業界人も多いのですが、法律扶助の利用件数などを人口割で計算してみるとそうとは思えません。

この分野に弁護士以外の業種が参入しつつある現状を見ると、この仕事に市場性がないわけでもなく、要は弁護士がスルーされつつあるの
ではないか、と思います。
感性豊かで正義の観点に立てる個性的な弁護士像は、今後、ことさらに追求し、本気で市民の選択に委ねていかないと弁護士という仕事自
体が消滅するのではないか、と危機感を抱いています。

我が事務所は、単なる法律的な事務を処理するだけの事務所ではありません。
社会の流れにも敏感に、いつでも感性を磨き、身を削る集団であり続けたい、と思います。

暑さと健康（弁護士　竹内　和正）
弁護士　竹内　和正

竹内も激怒した。なんとか涼しいところに避難しなくてはと決意した。竹内には政治がわからぬ。けれども，暑さに対しては，人一倍に敏
感であった（「走れメロス」より抜粋。）。

・・・さて，暑い日が続いていますが，いかがお過ごしでしょうか。体調を崩してはいないでしょうか。僕は体調を崩して入院しました

https://saitamasogo.jp/archives/32979
https://saitamasogo.jp/makinotakashi
https://saitamasogo.jp/archives/32974
https://saitamasogo.jp/takeuchikazumasa


（もう大丈夫です）。初日から売店に入り浸る不良患者でした。

本当に，年々，気温が高くなっていくような気がしています。腹が立ちますね。なんでこんなに暑いんだろう。住みづらい，もはや日本は
住みづらいですよ。

間違いなく，小学生の頃は今よりも涼しかったし（夏でも３０℃を超える日なんてあまりなかった気がします。），ここ５年くらいでぐっ
と気温があがってきている気もします。

高校生の頃だってそうですよ。京浜東北線に乗りながら毎日眺めていた，気温を表示する電光掲示板の表示が３０℃を超えていただけで，
これからこの気温の中で，グラウンドを所狭しとかけまわるのかと絶望したものです。

それがなんですか。今，３０℃なんて言ったら，ちょっと涼しいじゃないですか。なんですか，なにかの陰謀ですか！

・・・興奮すればするほど暑く感じてしまいますね。

「心頭を滅却すれば火もまた涼し」の精神にはまだまだ至ることができません。そして，夏が暑くなかったら，それはそれで不満ですよね。
いずれにせよ，暑い日々は，体調に気をつけ，冷静に，健やかに，そしてできればにこやかに，生活していきたいですね。

女性のための労働相談「パワハラ・セクハラ」（弁護士　谷川
生子）
弁護士　谷川　生子

女性を対象とした労働相談で多くの割合を占めるのが、パワーハラスメント、セクシャルハラスメント等の職場内における人格権侵害に関
する相談です。
入ったばかりの職場で上司から「ぐず、なめくじ。給料ドロボー。」等の罵声を浴びせられた。
男性ばかりの職場で冷房が効きすぎて寒いと訴えたらわざと冷房が一番あたる場所に席替えを命じられた。
上司に命じられ運転手として車で現場に向かう間ずっと膝に手を置かれていた。
終業時間後に執拗に誘いのメールが来る。
産休後会社に復帰すると「まさか戻ってくるとは思わなかった。」と言われた・・・等々。

他人事と片付けないで
仕事のできない自分が悪い、きっぱり断れない自分が情けない、パワハラだとすら考えず毎日を鬱々と過ごしている女性が沢山います。
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抗議すれば職場の人間関係が悪くなってしまう、あるいはクビになるかもしれない、と声を上げられないまま我慢を重ね、うつ病等の精神
疾患を発症し、結局退職を余儀なくされる例も少なくありません。

その場合、長期間就業できなくなり、問題は深刻です。
／使用者には、労働者が安全に労働に従事できるように配慮する義務があります（労契法５条）。この義務の一環として、会社に「職場で
のいじめ行為を防止する義務」を認める裁判例もあります。しかし残念ながら、パワハラ・セクハラに対する意識はなかなか高まりません。
社内の相談窓口の他、労働局や弁護士への相談が必要です。／

そのような中、社内でパワハラが横行し、社員がつぶされていくのを見るに堪えない、職場環境を改善するためにどうしたらよいかという
労働者からの相談がありました。
他人事と片付けない姿勢が、職場を、社会を変えていく力になると思います。

埼玉弁護士会副会長に就任して（弁護士　佐渡島　啓）
弁護士　佐渡島　啓

今年四月から、埼玉弁護士会の副会長を務めています。
現在、埼玉弁護士会には七百名弱の弁護士が加入していますが、この中から会長一名、副会長五名で執行部を構成しています。

副会長の主な職務としては、当番制で弁護士会に詰めて市民からの弁護士や弁護士会に対する苦情に対応したり、裁判所や行政機関等と弁
護士会との会合に出席をしたり、あるいは、会員が活動している委員会に手分けして参加することなどがあります。
週末には他の弁護士会等との協議会が設定されていることも多く、それぞれの場で出された課題については週一回の執行部会議で対応を検
討しています。

弁護士会が取り組まなければならない課題は無数にあります。
新人弁護士を抱える余裕のある事務所が少なくなっている、原発事故による東電への賠償請求が時効にかからないようにどうすべきか、憲
法改正問題にはどのように取り組んでいくべきか等々。

ところが、弁護士会の委員会や行事に参加しない弁護士が年々増えています。
埼玉弁護士会の総会には会員の一割程度しか出席がありません。私も副会長に就任する以前のことを振り返れば大きなことは言えないので
すが。

しかし、弁護士会は国家から独立し、官公庁等から何ら監督を受けない自治組織です。
だからこそ、弁護士会や各弁護士が自由に必要な課題に取り組み、権力と対峙する態度をとることもできるのです。
このことの尊さと重要さを肝に銘じ、来年三月までの任期を全うしたいと思います。
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世界共通の働くルールづくりを（弁護士　髙木　太郎）
弁護士　髙木　太郎

自民党安倍政権になってから、「解雇法制を緩和せよ」という議論がかまびすしい。
ジョブ型正社員、ホワイトカラーエグゼンプションなどである。
ジョブ型正社員とは、職種や勤務地を限定し、労働時間規制も（厳格に）する正社員のこと。こういう類型を作れば、これとは区別された
従来型の正社員は、職種も勤務地も残業も限定がなくなってしまう。
ホワイトカラーエグゼンプションは、要するにホワイトカラーには残業代は払わないという話である。従前、残業代不払い法案として批判
を浴びた話の焼き直しである。

働く人にしわ寄せが
さらに、派遣法の規制緩和も話題に上っている。
派遣業界から自民党への強力な働きかけがあるようで、ほんの１年前に僅かな規制強化が行われ、派遣法違反の場合に派遣先に直接雇用の
申込をみなす条項（見なし条項）についてはまだ施行さえされていない（改正法成立後３年間の猶予期間＝平成２７年１０月１日施行）の
に、この「みなし条項」さえ廃止の対象になっているのである。

阿倍首相は、日本を世界で一番（大）企業の活動しやすい国にする、というが、世界中で企業誘致合戦を展開したら、国際的な大企業はい
いだろうが、その分世界中の働く人々にしわ寄せがいくだけである。
国内での企業誘致合戦でせっかく誘致した企業に逃げられた例を見てもその行く末は明らかである。

世界中で共通した（働く）ルールの確立にこそ力をいれなければならないのである。

憲法問題への取組み（弁護士　古城　英俊）
弁護士　古城　英俊

憲法改正のことがニュースでも取り上げられるようになりました。
自由法曹団では、憲法のこと、自民党の憲法改正草案のことについて正しく理解していただくために、各地で憲法学習会を行っています。

事務所内の弁護士も、憲法学習会の講師として、現在の憲法の価値、自民党の憲法改正草案の内容などについてお話をさせていただいてい
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ます。

私も、先日、講師として憲法のお話をさせていただきました。
憲法の成り立ちや、自民党が憲法９６条の改正を先行させていることの問題点や、自民党の憲法改正草案によって私たちの暮らしがどのよ
うに変わってしまうのかなどについて、具体例を挙げながらお話をしましたが、みなさんとても真剣に聴いてくださいました。
参加された方々からは、改めて憲法のことを知ることができて勉強になった、自民党の憲法改正草案を初めて読んだ、自民党の憲法改正草
案のように改正されてしまったら国民の利益が守られなくなるのではないか、などの感想が寄せられました。

事務所内でも、改憲阻止のプロジェクトチームをつくり、憲法の改正問題について事務局を交えて勉強会を開いて議論をする機会を設けた
り、事務所のホームページに「憲法カフェ」というページを設けて憲法に関する活動の報告をさせていただいたりしています。
事務所では、弁護士だけでなく、事務局も憲法のことに関心をもっており、憲法改正に関する講演会にも積極的に参加しています。

憲法学習会の講師を経験して、憲法に関心のある国民がとても少ないのではないかと感じました。
特に若い世代の方々は、普段の暮らしの中で憲法を意識する機会がないため、憲法改正の問題についてもマスコミの論調に流されてしまう
傾向にあるのではないかと思います。
若い世代を中心に、より多くの国民に対して憲法のことを伝え、関心を持ってもらう活動が必要だと思います。

今後も、事務所全体で、憲法問題について積極的に取り組んでいきます。
ホームページの「憲法カフェ」もよろしくお願いします。

出会い系サイト被害全国一斉提訴（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

携帯電話に，８００万円あげますというようなメールが届いたことはありませんか。
これが出会い系詐欺の始まりです。

去る平成２５年６月２４日，全国で出会い系サイト詐欺の一斉提訴を行いました。
今回の全国一斉提訴は，全国の弁護士で連携を取って，２９件の裁判を起こしました。

そもそも出会い系サイト詐欺とは，悩みを聞いてくれたら８００万円あげますと訴え，悩みを聞いてもらうために連絡先を交換してほしい
と持ちかけ，連絡先交換費用等と称して金銭を詐取する手口が常套手段です。

このような詐欺の手口について，「普通の人は騙されない。」「なんで騙されるの。」という声を聞くことがあります。

しかし，誰もが，いつも冷静な判断を出来るわけではありません。お金が必要で，藁にもすがる思いでメールをしてしまった人もいらっしゃ
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います。
大学生から８０歳近い方まで幅広い年代の方が詐欺被害の相談に訪れる現実は，多くの方が騙されかねないことを表しています。
途中でやめようとしても，サイト運営業者は，費用を支払わないなら法的手続きを取ると脅してきます。数百万円支払ってしまった人も少
なくありません。

実際，今年６月中旬に逮捕された出会い系サイト業者グループは３７万人から１１６億円以上を詐取していたと言われています。
イメージは小さな被害ですが，実態は巨額の被害を生む詐欺グループに他なりません。
６月１９日には東京高等裁判所は判決で，サイト業者に詐欺の責任を全面的に認めました。今回の全国一斉提訴は，これらの流れに続く裁
判です。当事務所も出会い系詐欺業者グループを一網打尽にする裁判を起こしました。

悪いのは騙した者です。返してもらうのは当然です。詐欺被害撲滅を目指し頑張りたいと思います。

“憲法”雑記（弁護士　宮澤　洋夫）
弁護士　宮澤　洋夫

１９４５年、私は陸軍航空士官学校で士官候補生として“特攻隊”の訓練を受け、飛行場を来襲する米軍機を送撃していた。沖縄決選の状
況、広島・長崎への原子爆弾投下の状況も伝えられ、８月１５日には昭和天皇の“玉音放送”を聞いた。
米・英・中・ソが提示したポツダム宣言の受諾により戦争は終結した。９月２日降伏文書の調印により、天皇を元首とする明治憲法は失効
し、米軍管理に移り施政権は連合軍司令官マッカーサーに委ねられた。

日本政府は憲法草案を作成したが、マッカーサーが作成した戦争放棄、象徴天皇等を定めた草案を日本訳した「日本国憲法」が帝国議会に
於て制定され、１９４６年１１月３日に公布された。

１９４８年冷戦が始まるとアメリカの世界戦略は変化し、日本を“反共の防波堤”と位置づけ、朝鮮戦争が起こり、その“特需”により日
本経済が立ち直りを見せると、更に経済力を増強し、軍事力を利用しようと企図し、1950年警察予備隊(自衛隊の前身)が設置された。
私の陸軍士官学校時代の先輩・同僚多数が参加し要職を担当した。

翌1951年講和条約・日米安保条約が調印されて占領は終結した。

社会主義国の崩壊により自由市場が拡大し、1990年代には米国はその主導権を握り、「警察官」的役割を狙い、高度成長を果たした日
本が、米国に次ぐ世界第二位の経済国となった。
９１年９・１１同時テロを契機に米国はアフガニスタン・イラク戦争を開始し、日本に対し資金提供と「自衛隊の海外派兵」「日米共同作
戦」が要請され、新たな市場を求める財界の同意を得てこれに応じた。
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自衛隊の海外派兵と活動について、政府は「周辺事態法」「テロ対策特措法」「イラク特措法」等を制定して対処したが、憲法解釈上「海
外派兵(・・)」は許されず、「集団的自衛権の行使」は最小必要限度を超えており、「多国籍軍等への参加」は武力行使を伴うもので許
されない等とされている(参考・名古屋高裁判決)。
この戦争はアメリカの撤退により終結された。

中国は急速な経済発展に伴い、アメリカの最大貿易国、国債の引受国となって、アジア地域の覇権確立を目指し、尖閣海域の開発も進行し
ている。
我が国は日米安保条約に基づく防衛大綱を改定して海兵隊機能の増強を企図している。

参議院選挙は戦争放棄か憲法改正か、その手続が争点の一つとなり、与党の勝利となった。国のかたちを変えるのか、どう変えるのかが今
後の最重要な政治課題となった。

日本の貧困―奨学金が進学を阻む（弁護士　鴨田　譲）
弁護士　鴨田　譲

ブラックリストに登録
学生時代に借りた奨学金の返済で苦しむ方が増えています。
その理由は、そもそも大学の入学金、授業料が高騰していること（特に国立大学の学費の値上がりが顕著で、２０１０年度の国立大学の入
学料＋年間授業料は約８２万円になっています。）と、大学を卒業しても昨今の就職難により就職出来ないこと、就職できたとしても非正
規労働者などにより低賃金であることが挙げられます。

さらに、この事態に拍車をかけているのは、奨学金の貸し手である日本学生支援機構が奨学金の回収を強化しているという事情もあります。
支援機構は、借り手が延滞を始めると、延滞３ヶ月でブラックリストに登録し、延滞４ヶ月で債権回収をサービサーに業務委託、延滞９ヶ
月になるとほぼ自動的に裁判所に支払督促の申立を行うという強硬な方針をとっているようです。

世間では、「本当は返せるのに、返さないだけではないか？」との疑いの声も聞かれますが、延滞すれば年率１０％の遅延損害金が発生し、
ブラックリストにまで登録されるという奨学金制度のもとでは、返済しない場合のデメリットが非常に大きいため、あえて返済しない人が
存在するとは考えられず、奨学金を返済していない人は返済できない人であるといえます。

また、「奨学金を返せないくらいなら、大学に行かずに働けばよい。」といった意見も聞きます。

しかし、新規高卒者に対する求人は、１９９２年には約１６８万件あったものが、２０１０年には約２０万件と大幅に減少しており、現実
的には高卒での就職が非常に厳しいものになっています。

https://saitamasogo.jp/archives/32932
https://saitamasogo.jp/kamodayuzuru


ですから、大学進学の機会を奪われることは、就職の機会を奪うことにまでなってくるのです。
　

救済制度の充実を
奨学金は、本来、経済的に余裕のない家庭の子どもに対して、大学などへの進学を援助するために設けられている制度ですが、現在のこの
ような状況下で、「奨学金を返せないかもしれないので大学進学を諦める。」という方も現れ、奨学金の目的からして本末転倒な結果をも
たらしつつあります。

家庭の経済力によって、子どもの進路選択が決定してしまうという不平等な状況になるのを避けるため、給付型奨学金の導入、奨学金返済
困難者のための救済制度の充実を目指していきたいと思っています。

平和の大事さ（弁護士　梶山　敏雄）
弁護士　梶山　敏雄

新聞広告に載っていた「あの日、あの時・・・なつかしの昭和」などというＤＶＤを衝動買いし、しばらく放っておいたのですが、何の気
なしに見始めたら辞められなくなってしまいました。

故郷会津から東京へ出て来たのが昭和４１年。東京オリンピックも終わり、ＧＮＰ世界第２位、１億総中流化意識、いざなぎ景気、新・三
種の神器（クーラー、カラーテレビ、自動車）、光化学スモッグ、相次ぐ飛行機墜落事故などなど、お隣中国の今の現象と重なるような状
況が当時の日本にありました。

一方、全国に拡大する大学紛争、ベトナム戦争反対や沖縄返還要求、美濃部革新都政の実現など、目まぐるしく変化する政治状況に無関係
ではいられませんでした。

たまたま見た武道館のビートルズ演奏にも興奮しまたが、

戦争が終わって　僕らは生まれた
戦争を知らずに　僕らは育った
おとなになって　歩き始める

平和の歌を　くちずさみながら

僕らの名前を　覚えてほしい

https://saitamasogo.jp/archives/32927


戦争を知らない　子どもたちさ

という歌も心の中に静かに深く残しながらの、平和の大事さだけは忘れない、その後の生活であったと思います。


